
認無症高齢者グループホーム外部評価結果
ゲループ本一ム つ ばめ

香暑 曇項
員くできてい

る できている努力が必要 評種霞難

1 O理 念の具体化
サービス理念や運営方針すま、家庭的な環境の中で、利癌者の能力や尊厳を尊重じ

たケアを行うなど、グループ本一ムの特徴を生かしたものrこなつてとヽる。
O

O理 念の共有と実現
すべての職員が、ホームの理念にもとづき、自にその実現に取り組んでいる。 O

〇ゲループホームでの生活空商づくりの重夫
入居者と一緒に、その人らしく生活できる観1染みの品等護じ合いながら買い縮えます。入居者の方達の状況に応じてリビング

の模様替え等を行なつている。その方!ことつて生活しながら居心地の良い環境作りを心が貯ています。建物の癌りrttFま畑や花

寝を作り季爵新々の寝寵執等、食材:こする案しみ子こなつてとヽま十

O気 軽に入れる雰囲気づくり

入居者や家族が入 りやすと`、近隣の住民も訪ねやすいなど、

周囲が違和惑や議屋惑を感 じさせなじヽつくりになつても`る。
玄関まわ りや建物の

O家 庭的な雰囲気づくり
夫震の生活空FFE(玄麗、麗下、屋FFE、台所、食堂、溶室、 トイレなど)を はじ

挽、議慶晶や設携キ睦晶や装読が家庭逸な雰襲気fこなつている3
O

Oく つろiずる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。 O

O居 室の環境づくり
居室〔ま、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い償れた家具や生活馬品、装飾品

等が持ち込まれるなど、安むして過ごせる場所となつている3
O

◇入君者の身体機能の低下を補うことに配慮した環境及び生活空関づくり

O

O認 知症状に配慮した環境づくり
場所の関連いなどの混乱を防ぐための二夫がしてある。 O

O落 ち着いた暮 らしができる峡適な環境づ くり

入居者が落ち着いて快通に暮 らせるように、音の大きき、

援房などに窺慮 してある。

光の強き、におい 冷 O

0入 居者に対するケアを行ううえで工夫されていること
,共同生活の中で、その人らしさを大切にしながら無理なく、個別的なリズムを大切にしながら生活を送れるようにしていま

す。           1
こ一人ひとりのベースを尊重し配慮しながら支援をきが'すています。
・一人ひとりをアセスメントしケアプランの作成をしていますが、それを独特な手法でケアサービス提供をきめ組かく具体化

し、大変質の良いサービスヘ棄tずています。    、

OttBll・具体的な介護計画の作成
アセスメント て評t面)に 基づいて、入屋者一人ひとりの状況に応じた具体的な介

護計画を俸成するととも,廷、その詩画の内容について入層者や家族に説親してとヽ

る。

O

O介 護計画への理解と実醸
すべての機員が入露者一人ひとりの分義計画を理解し、その介護計画に沿つたケ

アを行つているっ
O

14 O駐 員FF8での情報の共有
機員題での申し送りや情報伝達を確実,こ行つている。また、重要事項について、

すべての機長に握わる住寵みがあるG
0

O入 居者一人ひとりの尊重

常に入居者一人ひとりの人格を尊重 し、誇 りやプライバシーに配慮 した言葉かtす

や対悪を行つている。
O

O議 員の寝やかな態度

職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接
している。

G
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O入 居者のペースの尊重
ホームlRllの決まりや都合で業務を進めていくので1まなく、入居者が自分のペース

を侯ちながら暮らせるよう『こ支えている。
O

○入居者の意志の尊重
入居書一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にしてしヽる。

O

〇自立への配慮
入居者の 「できること、できそうなことどについて、できるだiす手や重を建きず

に、見守つたリー籍f王籍与ようにしてもヽる。            、
O

O身 体網東のないケアの実践
すべての議員が、身体抽東についての正 しい理解のもと、身体拘束をしないケア

を実践している。
O

O入 居者と共同じた食事の支度と後かたづけ
献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同じて行う工夫

をしてとヽる。
O

O八 居者一人ひと呼にあわせた調理方法 ・盛り付iすの工夫
入居者一人ひとりの咽暇 E環下等の身体機能や、便秘 =下痢等の健康状態にあわ

せた調理をしているかどうか。また、盛亨付fすの工夫等を行つている。
○

O家 庭的雰囲気の食事支援
職員が入居者と同じ食事を楽しみながら、食べこぼじ等に対する支援 ,介動をさ

りfずなく毎つている。
O

〇―入ひとりに応じた誹泄支援
おむつをできる襲り使用しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン

を題握し、 トイレでの排泄や自立した排避へ向けた支援を行つている。
O

0排 泄時の不安や差恥心等べの配慮
券泄の誘導や介駒、失業などへの対応tま、入居者の不安や差恥心、プライバシー

Fこ配慮 して行つている。
○

O希 望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援 している。

O

◇希望に合わせた軽美容能への利嘉支援
入居者の希望にあわせて、理美容院の租嘉を支援している。

O

Gプ ライ ドを大切fこした整容への支援

な倉唇真空ご署ふどま
大
ギ

にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してさりtず
○

〇趣やかな安軽のための支援
―

夜眠れない入居者には、 1巨 の生活 リズムを通 じた対策を取るなど、入居者一人
ひとりの唾眠のパターンを超握 し、安眠できるよう支援 している。

O

〇主体的な全鏡管聾 王轟【すた支援   i    ド ・`

入居者本人が日常の金銭管理を行えるょう.人 居者一人ひとりの状況に応じた支
援をしている。

O

◇未―ム内での役郵 と案しみごとの自基
入居者が本一ム内での役割や楽しみごとを見い出せるよう、

など、一人ひとりに応じた襲番づくりをしている。
家事や小動物の世話 O

O畳 控内の清潔保持
入居者の状況fこ応じて、憂の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の

手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、日腔の清潔を日常的に支
援している。

〇

O身 体状態の変佐や異黄の皐難発員.護 応                 ~
入暑者の身体状態の菱:とや異常のサインを早期に発見できるように努め、その状

況を記録に残 している。
O

0紙 薬の夏援
入層看の体調と霞扇する薬の目範や離待目、雇法や痛量を理露 しており、入君者

が医部の指示に従つて緩薬できるように支援 しているc
O

O緊 急時の対処体鋼の整備
入居者のfすが、書素単発捧年のど護まり等の緊急時に購員が応急手当を行うこと

ができるようにしており、協力医療機関や消防、警察等とあらかじめ必要な事項を
取り決め、連携体制を整えている。

O
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O地 域まこおtする八居者の生活支援
入居者が、ホームの申だ4すで過ごさずに、買い物や散歩、集会への参如など、積

極幾fこ地域の中で案じめるような機会をつくつている。
O

O入 居者家族のホーム訪闘に関する配慮
入居者の家族が気軽に読題でき、居心地よく過ごせるよう、ホームに来やすい雰

襲気をつくつてとヽる3
O

O八 居者家族との交流支援
入居者と家族とが交流できるようiこ、食事づ くり、散歩、外連、行事など、本一

ムでの活動に参顔する機会をつくつている。             1
O

O事 業所としての経織艶取組状況
法人代表者及び管理者fま、現場の状況をよく理解 して、購員と一体となつて協力

してケアサー ビスの血上に取 響縄んでいる。
O

O入 居者の状態に応じた職員の確保
GHケ アに適した資質を有する職員を採員するとともに、夜問を含め無理のない

職員の動務題―テーションを経むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため
の人員霊置を蓮保している。

O

〇事故防止の対策
どすが、転劉、窒畠、重穀不明、行方不現等の緊急事議が発生 した場合には、すべ

ての議員が強確に対応できる体制を整えているとともに、悪発勝止対策を検討 し、
十一 ビスの改善者園つている。

O

O入 居者家族からの意見や要望を31き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり

できるように、家族の面会時の声かtす、定親的な連絡等を積極始に行つている9
O

43 O地 域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。 O

O地 域社会への貢献
認知症理解や麗わ り方についての相談への対応や教室の開催、研修生やボラン

ティア等の受入れなど、ゲループホーム運営上指った無識や経験、技術などを地域
社会に提供 している。

O

O赤 一ム全体の雰囲気
両蘇出の中額に位置し、自然がいつぱいの環境で、人里を離れ、小島の声に目を覚まし、澄んだ空気や杉本立の緑は生活して
いる方々への五感への剤激となり、大重然との共生が生かされており、スタッフ1ま環境のマイナス部分を十分認識して地域か
ら孤立しない生活の支援に最大限取組まれ努力されていました。

O総 憲的な評観      「
塗人代表と管理看の協儀がスムキズここなきれており、金面幾信頼のもと統籍管理看等との連携が経営に活かされています。施
設の独特な手法で、きめ細かく一人ひとりの尊厳とその人らしい生活の確保、実践を通して日々の暮らしへ業げている。人材
育成確保rま十分になきれすべての常勤が正社員であり、多様な職員と有資格者でじめられている。男性〔まスタッフ、入居者の

軽墨≧塁鰭盆蓄督g害誓密F憂ゴ窪墨空暮整琴F談歩等にも患とヽ思いに自室に散策され、農産物の壌穣など1ま食材として入居
者の方々が一役を担つています。
入居者は、我が家同様自分の思う過ごし方で自由にのびのびされている姿fま、生き生きとして印象的でした。家族会 (H18、
7毘 〕も発足し、入居者 母家族の意見等も十分に活かしたより充実した生活に繁がると思います。

○優れている点
入居者の心身の変化を見逃さない取組みとしてケア記録や、業務日議、各種チェック表など評価の視点から項目やスケールの
設定などに全体像が見える仕組みとするため、常にスタッラ全員による協議検討が継続的に実施されています。人材育成で1ま
管理者の理念に基づいた指導力で扇齢者弁護を生涯の仕事として選び自己研鐘に努力される若いスタッフの実顔の表億からス
タッフの定着率の高さを見ることができました。

O努 力が望まれる点
理念は認知症の基本的なものが凝縮されています。それを具体化 し、サービスヘ業1ずていくことでより以上の質の向上に業が
るものと期待 しています。多様な職種の有資格者の中でも医療系1ま一番多く、自ずと役割分担、専薄機としてそれぞれの分野
で力を発揮することにより、入居者の安心安楽にも業がると思われます。家族会もあり、地域との交流などグループホーム
rつばめ」より積極的に情報を発信 じゃ理解 ,協 力を得ることでますます結 う居者の活動範囲が広がるものと思われます。寒
きが厳 しくなり、ADLの低下が気になりますが、残存機能の活用を視野に入れ、生活不活発病にならないよう配慮が必要と思わ
れます。
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